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〔川崎医療福祉学会ニュース〕









川崎医療福祉大学大学院 臨床栄養学専攻 田潮 裕野
３． 痴呆性老人に対する言語的コミュニケーション形成の実践的試み
－－ 中間報告から －－
山口県立大学 看護学部 三原 博光
４．長寿文化と死生観について
－－琉球文化圏における調査研究から－－
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 近藤 功行
５．社会福祉現場実習での事故を防ぐための危険予知訓練（ＫＹＴ）についての研究
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 ○田口 豊郁 竹内 一夫 八木 新緑




川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 ○野村 京平 横山由美子
内田富 美江 平山 賀美
川崎医療福祉大学 保健看護学科 人見 裕江
川崎医療福祉大学 臨床心理学科 進藤 隆子















川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 福意 武史
作業療法の本質は， 作業を目的・対象・方法の三位一体となったテーマとして捉えることである。







川崎医療福祉大学 臨床栄養学科 平野 宏
川崎医療福祉大学大学院 臨床栄養学専攻 田洲 裕野
調理済み冷凍弁当を利用した在宅高齢者への配食サービスを行い， 配食の至適方法を検討した。 倉
敷市中庄地区に在住する，７０歳以上の独りまたは夫婦二人暮しの２４名を対象とした。 電子レンジ対応
の調理済み冷凍弁当を用い， １日２食（昼， 夕）を４週間喫食した。 冷凍食品は安全性， 経済性に優






































転倒 （＞５０％） －－ が多かった。































く， ターミナルケアの場の決定の困難さがうかがえた。 また， 特養入所者
全体の死亡病名の第１位は
肺炎で， 施設内死亡では２４時間以内の死亡 （突然死） が多く， 日常の健康管理の
課題も示唆された。
その他に ＡＤＬ 等と施設入所者との関係など， さまざまな角度からの結果を得た。
講演要 旨
「私の辿った道」
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 緒方 正名
これまで研究してきた，「無カタラーゼ血液症」，「生物学的モニタリング」，「石油による海洋汚染」，
「感染症 （腸管出血性大腸菌， ０－１５７）」，「施設・在宅ケア， 介護者の負荷について」 の５テーマに
いて紹介。その場所の独自性・新分野・新方法を考慮してテーマを選び， 過去の栄光より現在の能力
で協力者を求めて研究してきたことを紹介した。 また， 人生では， 絶対的な自力は無理で， 他力に
らなければならない多くの部分が存在する。 そして高齢者は生きる希望に忠実に， 感激のある人生を
送ることに生きがいを見出す必要があると述べた。
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